
■言葉は世界でできている■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 284号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. トピックス：シェア法人プロジェクト 

 

「地域起業」とは、会社を作るのでなく社会を作ることなんですが、「地域起業の始め方」というオンラインセミ

ナーをやる中で、その説明がむずかしく、手こずっています。 

だったら、地域起業を担う地域法人を実際に作ればいいじゃないかと思いつき、地域で事業に取り組む人たちが

連携するための法人として、「シェア法人」を提案することにしました。 

 

「シェア法人」とは、仲間が一つの会社を作るのでなく、仲間がシェアする法人のこと。 

法人税や登記費用などの費用を割り勘にしたり、様々な手続きや事務を一元化することで、法人運営のコストを

最小化する一方で、メンバーの実績やスキルを集約することで競争力を高めます。 

参加メンバーは全員が役員となって、個人事業者との 2足のわらじ＝兼業を促進します。 

事業の収支は完全独立採算制とし、法人の運営コストだけ割り勘で負担します。 

業績に応じて報酬が変動するため、報酬を固定しなければならない代表者は事務局＝僕が担当します。 

まずは僕が代表になって設立準備会を作り、メンバーの皆さんの目的に応じて僕から法人の仕組みを提案し、ま

ずは任意団体で試運転をしてから法人化を目指します。 

 

自分たちの暮らすまちを面白くしたい人。 

そして、まちを面白くすることで商売繁盛を目指す仲間の仕組みを作りたい方へ。 

あなたからのお問い合わせを、楽しみにお待ちしていますので、このメールに返信ください。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. ブログから：言葉は世界でできている 



 

2011年に発生した東日本大震災は、僕の生き方を大きく変えた。 

今の僕を突き動かす原点は 1999 年の倒産経験だが、その経験を地域づくりに役立てたいと思い立ったのが、ま

さにあの日のことだった。 

当時の日本はすでに財政破たんしていたが、長引くデフレ経済がその先送りを可能にしていた。 

だが、東日本の沿岸を壊滅させた大津波に加え、福島の原発事故がもたらす損失が、瀕死の日本経済にとどめを

刺すと確信した。 

そこで僕は、それまで起業支援活動の拠点にしてきた世田谷区産業振興公社を飛び出して、アントレハウス駒沢

を開業し「起業を育むまちづくり」に着手した。 

せっかくの破たんを無駄にせず、新しい世界を作り始めるきっかけにしたかった。 

・ 

新しい世界を作るには、まず世界の現状を理解する必要がある。 

理解とは、自分が感じ考えたことを、自分自身に言葉で説明することだ。 

そもそも言葉は、自分を含めたすべての世界を説明するための道具だ。 

言葉で世界を説明出来るのは、世界のすべてに対応する言葉を用意してあるからであって、世界が言葉で出来て

いるからではない。 

その証拠に、個々の言葉を説明するには「世界のそれ」を指し示すしかできない。 

「青い空とは何か？」と問われれば天気の良い日に上を指さして「あれ」と言い、自分で感じ取った世界に言葉

を当てはめているにすぎない。 

・ 

そこで僕は仮説を立てた。 

言葉が世界でできているなら、言葉の構造は世界の構造と同じはずだ。 

もう少し正確に言うと、言葉は言葉を使う自分と自分以外のすべての関係を説明するためにあるのだから、世界

とは自分と宇宙の関係を指している。 

アインシュタインが説明した「時間と空間の関係」が宇宙のことなら、それに人間を加えたものが世界だと考え

る。 

つまり、「世界」という言葉は、「時間・空間・人間の 3つの間（＝関係）」のことを指している。 

だったら、言葉の仕組み＝文法の中に、世界の仕組みが組み込まれているのではないだろうか。 

ところが、「文法学」というジャンルは文法論 (grammar) と呼ばれ、言語学の関連分野ないし細分野に過ぎな

い。 

世界の言語を文法の見地から俯瞰するような考え方は、いくら検索しても見つからなかった。 

・ 

そんなころ、三上 章（みかみ あきら、1903～1971年）という言語学者の著作「象は鼻が長い」と「日本語の

論理 - ハとガ」に出会った。 

題名からもわかるように、この本は日本語の助詞である「は」と「が」の使い方について書かれたものだ。 

前者は、「象は鼻が長い」という文章の主語は「象と鼻のどちらなのか」について書かれたもので、はとがの違いにつ

いて 270 ページに及ぶ考察をしている。 

僕はこの本を読んで、「馬鹿じゃないか？」と思ってしまった。 

なぜなら、はとがを使い分けるのは子供だってできることで、その判断に必要なのは一瞬だ。 

ところが、その説明に 270頁も費やすなんて、簡単なことをわざわざ難しく説明しているとしか思えない。 

・ 

そこで僕は、はとがの違いを一瞬で判断できるやり方を、1枚の図で簡単に説明したいと考えた。 



まず前提として、日本語における「はとがの役割」は主語を示すことだが、「はとが」が指し示す主語の意味は微

妙に異なる。 

例えば、「１＋１＝２」のことを「１＋１は２」と言うが、「１＋１が２」と言うと少し違う意味がある。 

２と等価な式は、”１＋１”だけで無く、”１×１”や”２－１”など無限にある。 

「１＋１は２」に違和感が無いのは、「は」が多数のうちの一つを指しているからで、「１＋１が２」という文は、”

１＋１”が”２”と等価な唯一の式だと聞こえる。 

さらに等号（＝）はその左右が等価という意味なので、左右を入れ替えても意味は変わらないはずだ。 

だが、左右を入れ替えて「２は１＋１」と「２が１＋１」では、さらに意味が違ってくる。 

”２”は”１＋１”と等価な唯一の数であり、むしろ後者の「２が１＋１」の方がしっくりする。 

・ 

このような「はとが」が作る前後の関係性を「私と女」で表したのが、2012/8/19に作った冒頭の表だ。 

数式で表せば、”ＡはＢ”＝ ”Ａ⊂Ｂ”（ＡはＢに含まれる）、”ＡがＢ”＝ ”Ａ⊃Ｂ”（ＡがＢを含む）となる。 

これは決して僕の発見でなく、誰もが知っている常識だ。 

だが、「はとがの違いを一言で言うと何か？」という疑問を持たなかったから、その答えを必要としなかっただけ

のこと。 

これをわざわざ 270頁も使って、ああだこうだと論じるのが学者の仕事かもしれないが、僕はゴメンだ。 

そこで僕は、言葉の意味や構造を、理屈で考えるのでなく世界から直接感じとり、世界そのものの構造を探って

いきたいと思った。 

・ 

そこで僕は、プロジェクト名を「言葉は世界でできている」と名付け、webサイトを作ったのだが、あまりにも

強力な「ライバルワード」があって、いくらサイトを充実しても検索できずに終わってしまった。 

今でも「言葉は世界でできている」で検索すると、「世界は言葉でできている」という TV番組の情報ばかりがヒ

ットする。 

こんな戦いが次第に面倒になってきて、数年が経った今、今度は新型コロナウィルスが世界を変え始めた。 

「言葉は世界でできている」ならば、コロナが世界を変えることで言葉に変化が起こるはずだ。 

言葉の変化に耳を立て、それをもたらす世界の変化を見逃さないように、注意したいと今思う。 

参考：まつむら塾・世界学 http://nanoni.co.jp/juku/e/ 

 

http://nanoni.co.jp/20201001/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今週のお誘い 

ぼちぼち面談を再開しますが、もちろんリモート面談も歓迎です。 

凡例 ■リモート、２ｍ面談など歓迎：方法をご提案ください 

○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

   ◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

   ●同行可能：僕の訪問先にお連れできます。 

   ★参加可能：あなたも参加可能な予定です。 

   △同席不可：予定の前後は面談可能です。 

   ▲留守不在：すみません、留守のためお許しを。 

 



・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（月）10/05 ■◎作業日 09-19時（自宅） 

 20-22時 ■王様の起業の始め方_2（リモート） 

（火）10/06 ■◎作業日 09-21時（自宅） 

（水）10/07 ■◎作業日 09-16時（自宅） 

   17-19時 ▲T会議（狛江） 

（木）10/08 ■◎作業日 09-12時（自宅） 

 14-16時 ★一宮庵クラブ運営会議（成城） 

   16-17時 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

   17-19時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

（金）10/09 ■◎作業日 09-19時（自宅） 

 19-21時 ■カプラー起業交流会（リモート） 

（土）10/10 ■〇作業日 09-17時（笑恵館） 

 10-17時 ■○まつむら塾（笑恵館） 

（日）10/11 ■◎休業日 09-18時（自宅） 

 

■その後の予定 

10/12 20-22時 ■王様の起業の始め方_3（リモート） 

10/15 10-20時 ★なるほどデイ・完全持ち寄り食事会（笑恵館） 

10/17 10-12時 ■○まつむら塾（笑恵館） 

10/19 20-22時 ■王様の起業の始め方_4（リモート） 

10/22 17-19時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

10/24 10-17時 ■○まつむら塾（笑恵館） 

10/25 10-11時 ★名栗の森オーナーシップクラブ 10月例会（飯能） 

10/27 10-12時 HFA定例会議（渋谷・リモート） 

10/31 10-17時 ■○まつむら塾（笑恵館） 

11/12 14-16時 ★一宮庵クラブ運営会議（成城） 

11/12 16-17時 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

11/12 17-19時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

11/13 19-21時 ■カプラー起業交流会（リモート） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 



http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe… 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 


